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【研究概要】 
 全ての動物群に共通する先天性免疫は、感染に対する最初の障壁です。その

起源は古代にまでさかのぼり、その機能を発現させる免疫経路は、多くの生物

で共通しています。代表的な実験生物であるショウジョウバエでは、細菌やカ

ビの感染に対して、Toll 経路や IMD 経路が活性化し、最終的に抗菌ペプチドが

発現します。これは、ヒトなどの哺乳類における Toll 様受容体やサイトカイン

により活性化される免疫経路と多くの類似点を持つことが知られています。ヒ

トでは、これらの免疫経路がウイルス感染にも関与し、抗ウイルス作用を持つ

インターフェロンを産生します。STING (stimulation of interferon genes) は
インターフェロン誘導経路の要であり、ウイルス感染の情報を細胞質内で受け

取り、最終的にインターフェロンを発現させます。興味深いことに、無脊椎動

物であるショウジョウバエは、このインターフェロン反応を持っていません。

ところが今回の研究により、ショウジョウバエでも、哺乳類と同様に STING を

介した抗ウイルス経路が存在し、実際に抗ウイルス作用を示すことがわかりま

した。これは、哺乳類が他の生物から分かれた約５億年前、この抗ウイルス経

路が既に機能していたことを示唆します。そして哺乳類と同様に、ショウジョ

ウバエでも IKKβリン酸化酵素と NF-κB 転写因子を介して情報が伝達されま

す。しかし最終的には、インターフェロンとは異なる新しい抗ウイルス因子を

発現することがわかりました。この抗ウイルス因子の一つを、我々は Nazo（謎）

と名付けました。 
 
【研究の意義など】 
 STING を介した抗ウイルス経路を、無脊椎動物である昆虫（ショウジョウバ

エ）で解明しました。しかし昆虫はインターフェロンではなく、今回新たに発

見した抗ウイルス因子である Nazo（謎）を発現します。他にも複数の因子を同

定しており、これらの抗ウイルス作用を調べることにより、新たな薬や治療へ

の応用が考えられます。 
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